（定例山行）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　中村　直　）　

	山（山域・ルート）燕岳、大天井岳


【日時】２１年　７月１８日（土）～　７月２０日（月）（２　泊　３日）　

	





【メンバー】

L：中村、岩田、石川、鎌田

　　　小川（正）、谷口、星野、田中(嶺)


（計　８名）

【行動記録】

18日：19時大宮発→23時道の駅
（アルプス　堀金）着　　　　　　　　　　　　　　　　　

19日：5時起床後、テント撤収して
から中房温泉の登山口に向
かうものの雨は激しくなる
しラヂオ　の天気予報も悪天
候を報じているので、この
日は登山中止とし、明日の好天に賭けて燕岳のみに変更決定。「ゲゲゲの鬼太郎
記念館」を見学したり、霊松寺という

お寺で鐘をついたりで時間をつぶし昼食後、中房温泉へ戻り宿泊の手続きを済ま
せ夕食まで各自いくつもある温泉めぐりを楽しむ。夕食後、好天を念じつつ就寝。　　　　　　　　　　　　　　　　　

20日：4時起床。薄闇の空に星が瞬いている。好天が望めそうだ。

　　　　5時半：燕岳登山口を出発→6時：第１ベンチ→6時39分：第２ベンチ→7時
22分：第３ベンチ→８時05分：富士見ベンチ、富士山がよく見える。→8時
48分：合戦小屋、トイレあり→10時半：燕山荘→11時半：燕岳頂上、360度
の展望→12時10分：燕山荘→13時42分：合戦小屋→14時：富士見ベンチ
→14時50分：第３ベンチ→１６時半：中房温泉　温泉入浴後、大宮へと岐路に
着く。上り　６時間　下り　４時間

【装備・食料等】

　　　　防寒着、レインウェア、非常食、行動食、ツウェルト地図、コンパス　

【感想】大天井まで行けなかったのは残念でしたが、燕岳では絶好の天気で北アルプスの
山々を眺めることができて幸いでした。特に槍ヶ岳が登るにつれ徐々にその姿が
大きく鮮明になっていくのが、急登のつらさを緩和してくれるのでした。

　　　　また、燕岳の頂上付近ではコマクサの群落が自生していました。白い砂地の上に
ピンクの色の花が点在する光景は可愛らしく別天地といった趣でした。　　　　　　　　以上
